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令和６年４月１７日（水）郡山市総合福祉センターで“社協連携避難者支援センター郡山”の開所式が行

われました。郡山市社協、大熊町社協、富岡町社協、双葉町社協が協定を結び、避難元・避難先の生活支援

相談員が支援センターのもとでチームひとつとなり、郡山市内の避難者支援に取り組むことになりました。 

市町村の分け隔てなく避難者の皆さんがその地域の一員として、自分らしく生活が送れるよう支援を進め

て行きます。 

避難元自治体の枠を超えた 

県社協が主体となり協定を結ぶ避難先と避難元社協 

（左から浪江町社協、富岡町社協、郡山市社協、県社協、

大熊町社協、双葉町社協、葛尾村社協） 

丸ごと支援活動 

土屋繁男副会長 

中通り連絡所生活支援相談員３名 

土屋繁男副会長 
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各事務所紹介 

 

 

 

 

 

 

本 部 

いわき事務所 

中通り連絡所・会津事業所 

後列左から 

愛川静香、宮本優貴係長、高梨幸司 

前列左から 

澤内真那美、半杭裕明局長、橋本智子 

 

地域のみなさまの声に一層耳を傾け、共

に手を取り合って支え合える地域づくりに

貢献します。 

様々な組織や活動と連携し、 

人と地域の繋がりを作っていきます。 

中通り連絡所 

後列左から恩田奈緒美、津田恵子 

前列左から星良樹、遠藤仁美所長、志賀翔一所長補佐 

 

会津事業所 

梅田安佑美、遠藤仁美所長、岡部真理 

 

 

町民の皆さんが、

安心した生活を送れ

るようサポートして

いきます。 

 

後列左から 

遠藤由香、宮本佳純、小桧山智美、三瓶麻衣子、菅野幸美 

前列左から 

小島伸子、武内義和、加藤良一所長、杤本あけみ、橋本美代子 

 



 

 

 

 

➂ 

 

 

 

 

 

 

 

プリザーブドフラワー講習会のお知らせ 

 

 

４月１６日（火）に大熊町老人クラブ連合会総会を開催

し、役員が新体制となりました。 

大熊町老人クラブ連合会では震災以降、単位クラブ活動は

休止しており連合会を中心に市町村老人クラブとの交流事業

やニュースポーツ、グラウンドゴルフ、パークゴルフなどの

事業を通じ、楽しく・健康推進・コミュニティ維持をモット

ーに活動しており、一人でも多くの仲間を増えるよう参加し

やすい老人クラブ運営をしてまいります。   会長 高野

一郎 

 

明るく楽しい老人クラブ活動を目指す、老人クラブ連合会新体制がスタート！～ 

 

 

 

今回は、パステルカラーの缶にお菓子のようにプリザーブドフラワーをアレンジ 

していきます。大切な方へのプレゼントにも最適なアレンジメントです。 

作品を制作した後は、ほっとひと息、お茶を飲みながらおしゃべりを楽しみ 

ませんか。皆さまお誘いの上、お気軽にご参加ください。 

日 時：令和６年７月５日（金）受付１３：３０～ 

日 程：１４：００ 講習会開始、１５：１５ 茶話会、１５：４５ 解散 

場 所：大熊町住民福祉センター 会議室   参加費：２，５００円 

定 員：先着１０名（定員になり次第、受付を終了します。） 

準備物：ハサミ、作品を持ち帰る為の袋 

講 師：横浜市 Flower Concerto 石川 久美子・工藤 こずゑ 

申込み：下の申込先にお電話にてお申込みください。（ファックス、来所でも受付いたします。） 

    氏名、性別、生年月日、携帯番号、現住所をお伺いいたします。 

    受付期間：６月１７日（月）～６月２８日（金） 平日９：００～１６：００ 

申込先/問合せ先：本部 TEL０２４０－２３－５１７１/FAX同５１７３ 

老人クラブ連合会だより 

 

 

    会 長 高野  一郎 

副 会 長 木幡  惠明 

副 会 長 新長  英一 

監 事 門馬  久男 

監 事 永岡  和行 

女 性 部 長 山本 三起子 

若手委員長 宮 本  明 

 

民生児童委員協議会だより 

 5月 12日は「民生委員・児童委員の日」 

5月 12日（日）～5月 18 日（土）は活動強化週間となって

おります。民生児童委員協議会では、皆さんに活動を知っていた

だくために、訪問時にチラシを配布・投函しております。 

また、5月 20日（月）に震災前より行っていた活動である学

校訪問を再開し、認定こども園学び舎ゆめの森への訪問を行い、

子どもたちにお絵描き帳とクレヨンをプレゼントしてきました。 

 昨年度に引き続き、町内イベントへの参加など義務教育学校・

認定こども園との活動強化と高齢者・障害のある方の安否確認や

見守り声掛けに取り組んでまいります。 

 ご意見、ご相談に関してはチラシ記載の事務局まで連絡をお待

ちしております。 

 



 
いわきサロン＜申込先＞いわき連絡所  TEL：０２４６－３８－８９２０ 

おおくま DEサロン＜申込先＞本部 TEL：０２４０－２３－５１７１ 

おおくま DEサロン＜申込先＞本部 TEL：０２４０－２３－５１７１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コールセンター：０１２０-２９-５７６０ 

 

 

◆本部   

住 所：〒９７９－１３０６   
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電 話：０２４０-２３-５１７１   

ＦＡＸ：０２４０-２３-５１７３ 

 ◇中通り連絡所   

住 所：〒９６３－８０３５  

郡山市希望ヶ丘１１－１０ 

電 話：０２４-９５４-５７３３   

ＦＡＸ：０２４-９５４-５７３４ 

◇いわき連絡所   

住 所：〒９７0－１１５１  

いわき市好間町下好間字鬼越 18 

電 話：０２４６-３８-８９２０ 

０２４６-３８-８９３９  

ＦＡＸ：０２４６-３８-８９２１ 

 

◇中通り連絡所会津事業所   

住 所：〒９６５－００５９  

会津若松市インター西１１１ 

電 話：０２４２-２４-１０２１   

ＦＡＸ：０２４２-２４-１０２２ 

大熊町社会福祉協議会

会 

連絡先 

 

 サロンのお知らせ 

 開催場所 
復興公営住宅北好間団地集会所  

いわき市好間町北好間字外川原 1‐4 

復興公営住宅宮沢団地集会所 

いわき市内郷宮町宮沢 61‐41 

開催日・内容 ７月１２日（金）桐箱づくり ７月２４日（水）ニュースポーツ 

時  間 １０時から１１時３０分 １０時から１１時３０分 

定員・参加費 １０名程度・５００円（材料費） １０名程度・１００円 

申込期日 ６月２７日（木）～７月９日（火） ７月８日（月）～７月１８日（木） 

 

開催場所 大熊住民福祉センター 会議室  大熊町大川原字南平１９２０‐１ 

開催日・内容 
7月 8日（月）介護・認知症予防講座 

７月 1８日（木）いちごカフェ（テーブルゲーム） 

時  間 １０時から１１時３０分 

定員・参加費 全て１５名程度・１００円  

申込期日 ６月 1７日（月）～各開催日の 2日前まで 

 

令和６年能登半島地震災害義援金の募金箱を大熊町社会福祉協議会各事務所

に設置しております。今回、第１回目１１８，４９７円の送金を行い、日本赤

十字社を通じて被災された方々の生活再建に役立てていただきました。引き続

き募金箱の設置をしておりますので、皆様のご協力をお願いいたします。 

 

広報おおくま５月 15日号に同封させていただきました日本赤十字社広告と振込用紙について、本来

であれば 5月より始まる赤十字月間に合わせ、5月号のなごみにて協力をお願いするものでした。 

町民の皆様にはご案内等がないままの広告と振込用紙送付となり、ご迷惑をおかけしてしまい申し訳

ございませんでした。 

日本赤十字社では震災から今日まで、家電セットの贈呈、避難所での健康増進を目的とした各種交流

会の実施など様々な支援に取り組んで参りました。このような活動の維持のための活動資金の募集につ

いて、ご理解とご協力をお願いいたします。 

＜問合せ先＞日本赤十字社福島県支部 ＴＥＬ０２４－５４５－７９９７（代） 

 

日本赤十字社活動資金ご協力のお願い 

 

日本赤十字社大熊町分区からの報告 

 

サロンのお知らせ 
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